










城 生 伯太郎  
【キーワード】：実験言語学，脳波，事象関連電位，アクセント，認知科学  
【要 旨】：脳神経科学を援用した言語研究は，今日の認知科学にとってはも  
















的レベルに置かれてきたということは否めない。   
もちろん，これまでに数多くの研究成果が挙げられているところから，この  
方法論にもそれなりのメリットはある。しかしながら，MITのステイーヴン・   












視するならば，脳そのものをターゲットとした実験研究も，言語学にと っては  
相応の必要性があるものと考える。特に，来世紀の言語研究へとつながる新た  
















映するとされる事象関連電位（event・－relatedpotential，ERP）とがある。   
前者の場合，例えば聴覚に関するABRなどでは，音刺激からわずか10ms   










振幅の大小が大きな意味を持つ㌔   
3．アクセントの認知に関する実験  


















を用いた。また，再生条件は65dBSLに統一してある㌔   
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所内にある菊池吉晃博士の実験室に設置されている㌔   
コンピュータ処理上不可欠な加算回数に関しては，暫定的に50回としておい  
た㌔ また，頭皮上に分散して配置する電極に関しては，おおよそ図1に示し  
た要領に従って国際1020法に則り，F3，F4，F7，F8，C3，C4，  




図1 電極配置図   
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た時点でのそれを示している。異なる被験者による，しかも種々雑多な刺激音   
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に対する反応が同一のパタンを示すことを明らかにすることによって，アクセ  
ント現象に対する反応の再現性が保証されるものと考える。  
3．3．実験結果   



























ピーク潜時に，一部で幾分遅れが生じていることがわかる。その理由は，おそ   
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閲2 ［「ラー］   
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囲3 ［しラー］   
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らく主として医学や心理学の分野でなされている先行研究が，純音などを中心  
としたもので，肉声による自然言語音を直接攻めた例が僅少であることに起因  
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図9  こしクー「クー］   
城 生 伯太郎  30  
にも，実は薙い理由があるのだが，それは本稿の目的とするところから外れる  
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とである。   
4．今後の展望  
音韻論の領域でも，アクセントに関しては実にさまざまな説が発表されてき  
た。それらのうちから，例えば日本語学，国語学の分野では東京型のアクセン   
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「実験言語学」の確立とともに，「言語工学」の確立も，来世紀に向かっ   
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ての言語研究の大きな課題であろう。ト＝中略・‥前者に対して「実験言語学」，  




































異にする。ちなみに，筆者の提案は，城生伯太郎（1990：158）以来一貫して   












（梅田直子訳『言語を生みだす本能』（上）（下），NHKブックス，1995）   
